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HP Color LaserJet CM6030 / CM6040 MFP シリーズ コピー 

 

操作 手順 

自動文書フィーダ (ADF) を
使用してコピーする 

コピーする面を上向きにして、原稿を ADF (1) にセットしま

す。ADF を使用して文書をコピーする場合、原稿は自動的に 
ADF の排紙ビン (2) に排出されます。 
デフォルトのコピー オプションを使用してコピーを作成する

場合は、コントロール パネルの数字キーパッド (3) を使用して

コピー部数を選択し、[スタート ] を押します 。 

カスタム設定を使用するには、[コピー]  をタッチし、ジョ

ブ特有の設定をタッチしてから、[スタート]  を押します。 
次のコピー ジョブを開始する前に、ADF の排紙ビンから原稿

を回収します。 
 

 

操作 手順 

スキャナのガラスからコピー

する 
ガラス (1) 上にコピーする面を下にして原稿を置きます。 
ガラスの左上隅 (2) に原稿の角を揃えます。 
デフォルトのコピー オプションを使用してコピーを作成する

場合は、コントロール パネルの数字キーパッド (3) を使用して

コピー部数を選択し、[スタート]  を押します。 

カスタム設定を使用するには、[コピー]  をタッチし、ジョ

ブ特有の設定をタッチしてから、[スタート]  を押します。 
スキャナのガラスを使用して作成したコピーは標準の排紙ビ

ン、またはステイプラ/スタッカもしくは 3 ビン メールボック

スの排紙ビンに排出されます。 
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HP Color LaserJet CM6030 / CM6040 MFP シリーズ コピー 

操作 手順 

コピーの出力オプションを選択する このプリンタには、コピー出力を最適化するいくつかの

機能があります。これらの機能はすべて [コピー] 画面で

利用できます。[コピー]  をタッチして、[コピー] 画
面を表示します。 
[コピー] 画面は複数のページから構成されています。1 
ページ目で [その他のオプション] (1) をタッチし、次の

ページに進みます。次に、上矢印または下矢印をタッチ

して、別のページに移動します。 
オプションの使い方の詳細については、オプションをタ

ッチし、画面の右上隅の [ヘルプ] ボタン (2) をタッチし

ます。 

コピー ジョブの丁合いを行う  このプリンタでは、複数のコピーの丁合いを自動的に行

うことができます。 
たとえば、3 ページの文書を 2 部コピーする場合、自動

丁合いをオンにしておくと、これらのページは 1、2、
3、1、2、3 の順に印刷されます。自動丁合いがオフの

場合は 1、1、2、2、3、3 の順に印刷されます。 
自動丁合いを使用する場合、原稿がメモリに収まるサイ

ズである必要があります。メモリに収まらない場合、1 
部のみコピーされ、部数が変更されたことを知らせるメ

ッセージが表示されます。この場合、次のいずれかの方

法でジョブを完了します。 
• ジョブを、ページ数の少ない、複数の小さなジ

ョブに分割します。 
• 一度に文書を 1 部のみコピーします。 
• 自動丁合い機能をオフにします。 

選択した丁合い設定は、この設定を変更するまで、すべ

てのコピーに対して有効です。デフォルトでは、自動的

にコピーの丁合いが行われるように設定されています。 

丁合いをオフにするには、[コピー]  をタッチし、次

に [ステイプル/丁合い] (3) をタッチします。[なし] をタ

ッチし、次に [OK] をタッチします。 
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HP Color LaserJet CM6030 / CM6040 MFP シリーズ コピー 

操作 手順  

コピーを縮小および拡大する ページ上のイメージを縮小または拡大するにはこの機能を使用

します。コピーを縮小または拡大するには、[コピー] 、[縮小

/拡大] (1)、[該当する比率] の順にタッチします。 

レターヘッドおよびフォーム

をコピーする 
[用紙の選択] (2) をタッチし、トレイをタッチします。サイズと

タイプを確認して、[OK] をタッチします。 
レーザー プリンタでの使用が認可されているレターヘッドまた

はフォームのみ使用してください。エンボス加工されたレター

ヘッドやメタリックなレターヘッドは使用しないでください。 

ステイプル留めする オプションのステイプラ/スタッカが装着されている場合、[ステ

イプル/丁合い] オプション (3) を使用できます。 
この機能は、ページをコピーのセットにして、ステイプル留め

および組み合わせるためのオプションを設定します。 
オプションのステイプラ/スタッカが装着されていない場合、[丁
合い] オプションのみ使用できます。 

ジョブを自動的に両面コピー

する 
コピーする面を上向きにして、原稿を ADF にセットします。 

コントロール パネルから [コピー]  をタッチします。 
[片面原稿/両面原稿] (4) をタッチします。[片面の文書を両面コピ

ー] をタッチします。 
[OK] をタッチします。[その他のオプション] をタッチし、次に 
[原稿の向き] をタッチして、用紙の向きを確認するか、変更しま

す。[OK] をタッチします。[コピー開始] をタッチします。(5) 

両面文書を手動でコピーする この手順に従って操作した場合、原稿は片面にコピーされます

ので、手作業で丁合いを行う必要があります。 
コピーする面を上にして、原稿を ADF にセットします。 
[コピー開始] (5) をタッチします。奇数ページがコピーされます。 
文書フィーダの排紙トレイからコピー結果を取り出し、最終ペ

ージを上向きにして、先頭ページから文書フィーダに取り込ま

れるように、コピー結果を再度セットします。 
[コピー開始] (5) をタッチします。偶数ページがコピーされます。 
奇数ページと偶数ページのコピーを丁合いします。 
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HP Color LaserJet CM6030 / CM6040 MFP シリーズ コピー 

操作 手順  

コピー品質を調整する 
[コピー]  をタッチします。コピーの品質を全体的に向

上させるには、[イメージ調整] (1) をタッチします。 
黒の量を増減するには、[濃度] (1) の設定を調整します。 
背景からぼんやりとしたイメージ、または明るい背景色を

除去するには、[バックグラウンドの除去] (2) 設定を調整

します。この機能は、ページの裏側にある画像が表側にす

けて見えてしまう場合に役立ちます。ページ上のかすかな

イメージのコピーがうまくコピーできない場合は、[背景の

除去] を小さくします。 
イメージを鮮明にするか、または柔らかく表示するには、

[シャープネス] (3) 設定を調整します。鮮明度を上げると

テキストが鮮明に表示され、鮮明度を下げると写真がなめ

らかに見えます。 
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